
   高松市中心市街地活性化基本計画（計画期間 19年5月～25年3月） 

   

中心商店街を一つのショッピングセンターと見立て、各商店街主導によるテナントミックス・公共空間・
居住機能を併せ持つ再開発事業に取り組むことにより、連鎖的ににぎわいの回復を図る。 

【目標】 
【中心市街地を巡る状況】 

○1588年の高松城築城に合わせて、藩主

が丸亀から商人を呼び寄せ、商人町（丸
亀町）を形成して以来、400年の歴史   

○郊外型店舗の立地・機能強化 

 

 

 

○中心市街地の小売商業年間販売額は
H9からH16にかけて23％減少 

○中心市街地の歩行者通行量はH9から
H18にかけて28％減少 

○中心市街地の人口はH7からH18にかけ
て9％減少 

目標 指標 現況値(H18) 目標値(H24) 

商業・サービ
スの魅力強
化 

空き店舗率 18.1% 14.2% 

年間商品販売額 104,984百万円 110,000百万円 

来街者の回
遊促進 

中央商店街での
歩行者通行量
（休日） 

119,844人 150,000人 

居住促進 定住人口 20,385人 21,700人 

（歩行者通行量（休日）の推移と数値目標） 
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＊毎年1回、10月に調査 

ゆめタウン高松
オープン(H10.9) 

中心市街地のダイ
エー閉店(H16.6) 

商店街の連鎖型再開発、各種文化
芸術事業等により、ダイエー閉店前

のにぎわいを取り戻す 

（人） 

Ｈ２４ 

※ 期間延長適用後 



高松市中心市街地活性化基本計画の事業概要 

 
 
○ＩruCaカード：琴平電鉄のIC乗車券

を地元商店街でも使えるようにし、
相乗効果を図る(8.7万枚発行）。 

 
○高松市美術館、サンポートホール高

松等において、魅力的な展覧会・コ
ンサートを実施 

 
○市民ツアープロデューサーが、松平

藩の歴史と文化を探訪する15コー
スのツアーを実施 

来街者の回遊促進 

 
 
○丸亀町商店街北端のA街区で、テナ
ントミックス、ドーム広場などの公共空
間、共同住宅を併せ持った再開発事業
を実施 
（都市再生特別地区を活用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
○丸亀町商店街南端のＧ街区でも、シ
ネコン、生鮮マーケット、アミューズメン
ト施設、レストラン等が入居し、共同住
宅・ホテルを併せ持つ再開発事業を実
施 

 
 
 
 
 
 
 
 
○その他の街区においても、デザイン
コードに則りつつ、美しい街並みと魅力
的なテナントミックスを実現するための
小規模連鎖型の再開発を実施 

商店街主導による     
連鎖的な再開発 

中心市街地区域：250ha 

（イメージ） 

（H18年12月にオープン） 

丸亀町商店街の各街区のコンセプト 

都市再生特別地区１．５ｈａ 
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